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【目的】 

HIF-PH 阻害薬が、低酸素血症下にある透析患者と正常酸素分圧の透析患者の間で、効果や作用に差がある

のか観察する 

【方法】 

EPO3000μx3/W で Hb 維持されていた透析患者 39 名を PaO2≧90（低酸素群）と＜90（正常酸素群）の 2 群に

分類。ロキサデュスタット 100mg で開始し、貧血・鉄代謝・炎症・栄養状態を比較する。観察期間は 16 週間。 

【結果】 

16 週後の低酸素群 Hb:10.3、正常酸素群 Hb:9.82 と 2 群間に有意差なかったが、Fer のロキサデュスタット前後

での変化量（ΔFer）は、低酸素群ΔFer:-22.3ng/ml に対して正常酸素群ΔFer:9.26ng/ml と有意差が認められ

た。 

【結論】 

HIF-PH 阻害薬は、低酸素血症の透析患者に対して、正常酸素分圧の透析患者より、貯蔵鉄を多く利用して造

血効果を維持する 

 

 


